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はじめに 

この章では、本製品をご利用いただ<上での注意事項や付属 
品の説明など、最初に知っておいていたださたい内容を記載 


しています。 
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安全上のご注意 ( 安全に正しくご使用いただくために） 


製品をま全に正しくお使いいたださ、人の被害やをのの損害を未然に防ぐための重要な内容を記載 
しています。 

次の内容をよく理解してから本文をお読みになり、ミち意事項をお守りください。 

■表示の説明 

么警告 この表示のを意事項を守らないと、死こしたり、重症を負ラおそれびあ 


この表示のま意事項を守らないと、ケガをしたり、ちのに損害を与える 


へ - おそれびあります。 

/ v \ 三丰 ^減、この表示のま意事項や、ここ 
い 、 クム#レ、も、状況によっては、死こしたり、 


ここに示していない本文中のま意事項で 
重症を負うおそれびあります。 

必ず、ここに示す安全上のごを意をお守りください。 


■絵表示の例 


行為を禁止ずる絵表示 


0 


この絵表示は、行為を禁止する内容を示しています。 
(左図の場合、 r 禁止」を示しています。） 


禁止 


を意をラなびず絵表示 


A 

を意 


この絵表示は、ミ主意をラなびす内容を示しています。 
(左図の場合、 r ミち意」を示しています。） 


行為を指示ずる絵表示 




この絵表示は、行為を指おする内容をおしています。 

( 左図の場合、 r コンセントからプラグを巧く」を示しています。） 


コンセントから 
プラグを抜く 
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/ j \ 警告異常が発生した場合 


运 

コンセントから 
プラグを抜< 


煙び出たら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 

そのまま使用すると乂災や感電の危険びあります。煙び出なくなったことをご確認の上、ご 
購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。 


を 

コンセントから 
プラグを抜く 


発熱したら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 

そのまま使用すると乂災や感電の危険びあります。発熱びな<なったことをご確認の上、ご 
購入店、または弊社テクニカルヴポートへご連絡ください。 


运 

コンセントから 
プラグを抜< 


異臭びしたら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

そのまま使用すると乂災や感電の危険びあります。異臭びなくなったことをご確認の上、ご 
購入店、または弊社テクニカルサポートへご連絡ください。 


运 

コンセントから 
プラグを抜< 


異音びしたら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

そのまま使用すると火災や感電の危険びあります。異音びなくなったことをご確認の上、ご 
購入店、または弊社テクニカルヴポートへご連絡ください。 


を 

コンセントから 
プラグを抜< 


落下や衝撃により破損したら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 

そのまま使用すると义災や感電の危険びあります。ご購入店、または弊社テクニカルサポー 
卜へご連絡ください。 


を 

コンセントから 
プラグを抜く 


水や異物び内部に入ったら、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
そのまま使用すると火災や感電の危険びあります。ご購入店、または弊社テクニカルサポー 
卜へご連絡ください。 


※地震やま波、地すべりなどの災害び発生ずるおそれがある場合、まずは、身のま全を確保して 
<ださい。 
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A 警告 電源にごいて 


0 

AC ] 00 Vi ； ■(外 
使用禁止 


電源プラグは、] 00ボルト交流電源 ( AC 100 V ) のコンセントにしっかり差し込んでご使用 
<ださい。 

曰本国外の商用電源や船舶などの直流電源でご使用になると故障の原因となり、乂災や感電 
の危険びあります。 


〇 

定期的に 
プラグを掃除 


電源プラグは、定期的に掃除を行ってください。 

電源プラグやコンセントにやホコ1」びたまるとショートの原因となり、火災の危険びあ 
ります。定期的に電源プラグをコンセントから抜を、ゴ S やホコ U を取り除いてください。 


を 

コンセントから 
プラグを抜< 


電源プラグのお手入れは、電源プラグをコンセントから取り外して行ってくださし、。 
電源プラグをコンセントに差し込んだままお手入れを行うと、感電の危険びあります。 


0 

疋格超過 
禁止 


コンセントや延長ケーブル、 0 A タップなどの定格を超えてご使用にならないでください。 
タコ足配線などによって定格を超えると、火災や感電の危険びあります。 


0 

コード傷つけ 
禁止 


電源ケーブルのコードは、傷つけないでください。 

をのをのせたり、引っぱったり、ねじったりなど、無理に取り扱ラとコードび傷つさ、火災 
や感電の危険びあります。 
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A 警告 電源にごいて 


(D 

落雷時は 
軸れない 


落雷のおそれびある場合、製品に触れないでください。 
感電のち険びあります。 


ミ需れた手で 
触れない 


濡れた手で電源プラグに触れないで<ださい。 
感電の危険びあります。 


0 

破損コンセント 
使用禁止 


破損したコンセントをご使用にならないでください。 

コンセントに電源プラグをしっかり差し込んでち、ゆるみびあると、火災や感電の危険びあ 
ります。破損したコンセントではない、別のコンセントでご使用ください。 


0 

コードひっぱり 
禁止 


電源プラグをコンセントに抜き挿しする場合、電源プラグを持ってください。 

コードを引っぱると、電源プラグやコード、コンセントび傷つさ故障の原因となり、乂災や 
感電の危険びあります。 
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/ f \ 警告18圍口ぃて 



0 

不安定な場所 

不安定な場所に置かないで<ださい。 

不安定な台やお動のある場所、強度の弱い場所に置くと、落下や転倒の危険びあります。 

に置かない 


(§) 

水のかかる場所に置かないで<ださい。 

雨や雪の吹さ込む窓際、屋外、お室でのご使用は、水濡れによる故障の原因となり、火災や 

水濡れ 
禁止 

感電の危険びあります。 

を 

通気□をふさびないでください。 

通気□をふさぐと、内部に熱びこちることによる故障の原因となり、火災の危険びあります。 

を 

湿度の高いところに置かないでください。 

火災や感電の危険びあります。 

を 

異物び浮遊するところに置かないでください。 

ホコ U や砂、油煙といった異物び内部に入ることによる故障の原因となり、义災や感電の危 

険びあります。 

を 

温度の高いところに置かないでください。 

熱器具のおくや直射日光の当たる場所、閉めさった自動車の中など温度の高いところに置く 

と、高温による故障の原因となり、乂災や感電の危険びあります。 
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/ f \ 琴告麵口ぃて 



分解や改造 
禁止 

分解や改造をしないでください。 

火災や感電の危険びあります。 

を 

子供だけで使用させたり、乳幼児の手の届くところでご使用にならないでください。 

感電やケガの危険びあります。 

を 

水や異物を入れないで < ださし、。 

火災の危険びあります。 

を 

ふんだり、のったり、投げたり、落としたりしないでください。 

衝撃による破損の原因となり、火災や感電の危険びあります。また、持ち運ぶ場合は、無理 

に取り扱わないでくださし、。 

を 

業務用途としてはご使用にならないでください。 

過負荷による故障の原因となり、乂災や感電の危険びあります。 
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/ f \ 警告リモコンロぃて 



0 

指定外の電池 
使用禁止 

指定の電池をご使用ください。 

指定外の電池、種類の違ラ電池や未使用の電池と使用済みの電池を組み合わせてご使用にな 

ると、破裂、液ちれの原因となり、乂災やケガをする危険びあります。また、プラス（+)、 

マイナス（一）の極性にミち意してください。 

〇 

長時間ご使用になられないときは、電池を取りがしてください。 

使用推奨期限を過ぎたり、使いさった電池を入れたままにすると、破裂、液ちれの原因となり、 

電池を 

取り外して 

火災やケガをするち険びあります。 


電池を加熱したり、分解したり、水や火の中に入れないでください。 

破裂、液ちれの原因となり、乂災やケガをする危険びあります。また、電池を廃棄する場合は、 

自ミ台体の指示に従ってください。 

を 

電池を、乳幼児の手の届くところに置かないでください。 

飲み込むと、障害や中毒の原因となります。 
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心主意 麵口いて 


處 

コンセントから 
プラグを抜く 


長期間ご使用になられないとさは、電源プラグを抜いてください。 

電源を切っただけでは常に微弱な電流び流れているため、故障した場合、火災の危険びあり 


ます。 


A 


適度な音量で 
使用する 


適度な音量でご使用ください。 

音による周囲への影響に配慮し、適度な音量でご使用ください。 


A 


イヤホンは、適度な音量でご使用くださし、。 

耳を刺激するよラな大音量で長時間連続ご使用になると、聴力び損なわれる可能性びありま 


適度な音量です。また、周囲の音び聞こえないと危険な状況下では、ご使用にならないでください。 
使用する 
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使用上のご注意-お手入れについて 


漱晶画面について 

• 液晶画面を太陽にむけたままにすると、液晶画面を傷めてしまいます。屋外や窓際には置か 
ないで < ださい。 

• 液晶画面を強く押したり、ひっかいたり、上に物を置いたりしないでください。画面にム 
ラび出たり、液晶ノくネルの故障の原因になります。 

• 寒いところでご使用になると、画像び尾を引いて見えたり、画面び暗く見えたりすること 
びありますび、故障ではありません。温度び上びると元に戻ります。 

• 静止画を継続的に表示した場合、残像を生じることびありますび、時間の経過ととちに元 
にをど0ます。 

• 使用中に画面やキャビネットびあたたかくなることびありますび、故障ではありません。 


輝点-減点について 

• 画面上に赤や青、緑の点（輝点）び消えなかったり、黒い点（滅点）び表れたりしますび、 
故障ではありません。液晶画面は非常に精密な技術で作られており、 99. 99%似上の有効 
画素びありますび、ごくわずかの画素欠けや常時点好する画素びあります。 


メモリに保存されるデータに関するご注意 

• 本製品のメ fU には、各種の機能設定データや放送局からのメール、番組購入履歴などび記 
録されます。 

• 本製品のメモ U には、放送事業者の要求によりお客様び入力した個人情報や、データ放送 
のポイントなどび記録される場合びあります。 

• 本製品を廃棄、譲渡などする場合には、上記のメモ U に記録されているデータを消去する 
ことを強くおすすめします。 

• 本製品の不具合•修理など、何らかの原因で、本製品のメモ I 」に保存されたデータび破損•消 
減した場合など、いかなる場合においてを記録内容の補償およびそれに付随するあらゆ 
る揚害について、弊社は一切責任を負いかねます。また、いかなる場合においてち、弊社 
にて記録内容の修復は致しません。予めご了承ください。 


スクリーン画面のお手入れについて 

• お手入れをする前に、必ず電源プラグをコンセントから巧いてください。 

• 液晶の画面は特殊加工びされていますので、なるべく画面に触れないようにしてくださ 
し、また画面の巧れをふさとるとさは、乾いた柔らかい巧でふさとってください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装びはげ 
たりすることびあります。 

• 化学ぞうさんをご使用の際は、その販売会社にご確認ください。 

• 袖こゴミび付着したまま強くふし XTc 場合、傷び付くことびあります。 

• 殺虫剤のような揮発性のをのをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させると、変質 
したり塗装びはげたりすることびあります。 
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外装のお手入れについて 

• 乾しすこ柔らかい巧で軽くふいてください。ちれびひどいときは、薄い中性洗剤溶液をかし含 
ませた巧でふさとり、乾いた巧でカラ拭さしてください。 

• アルコールやベンジン、シンナー、殺虫剤をかけると、表面の仕上げを傷めたり、表示び 
消えてしまラことびあるので、使用しないでください。 

• 巧にび付着したまま強くふいた場合、傷び付くことびあります。 

• 3' ムやビニール製品に長時間接触させると、変質したり、塗装びはげたりすることびあり 
ます。 

アンテナについて 

• 妨害電波の影響を避けるため、交通のひんぱんな自動車道路や電車の架線、送配電線、ネオ 
ンヴインなどから離れた場所に立ててください。 

• アンテナ線を不必要に長くしたり、束ねたりすると、映像び不安定になる原因となりま 
すのでごま意ください。 

• アンテナは風雨にさらされるため、定期的に点検、交換することをむびけてください。美 
しい映像でご覧になれます。特にばい煙の多いところや潮風にさらされるところでは、 
アンテナび傷みやすくなります。映りび悪くなったとさは、お買い上げ店にご相談くださ 
い。 

電磁波巧害にま意してください 

• 本製品のおくで携帯電話などの電子機器を使ラと、電磁波妨害などにより機器相互間での干 
渉び起こり、映像び乱れたり雑音び発生したりすることびあります。 


長時間ご使用にな5ないとき 

• 長時間使用しないと機能に支障をさたす場合びありますので、とさどさ電源を入れて作動 
させて < ださい。 


国外では使用できません 

• この製品び使用でさるのは日本国内だけです。外国では放送ち式、電源電圧び異なります 
ので使用でさません。 

This product is designed for use in Japan onlv and cannot be used in any other country. 


B - CAS カードは必要なときだけ抜き差ししてください 

• 必要 iu 外に抜さ差しすると、故障の原因となることびあります。 

• 日- CAS 力ードの中にはにび内蔵されています。折り曲げたり、大さな衝撃を加えたり、 
端モ部に触れたりしないよラにご注意ください。 

• 本製品に差し込むとさは「逆差し込み」や「裏差し込み」にならないよラに挿入してくだ 
さい。 

結露について 

• 本製品を寒い場所から急に暖かい場所に持ち込んだとさや、をの朝など暖房を入れたばかり 
の部屋などで、本製品の表面や内部に結露び起こることびあります。結露び起さたとさは、 
結露びなくなるまで電源を入れずにお待ちください。そのままご使用になると故障の原因と 
なります。 
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取り扱い上のご注意 

• 液晶画面を強く巧したり、ボールペンのよラな先の尖ったをので巧さないでください。また、 
落としたり強い衝撃を与えないようにしてください。特に液晶画面のパネルび割れることびあ 
ります。 

• 振動の激しいところや不安定なところに置かないでください。また、絶対に落としたりしな 
いでください。故障の原因となります。 


使用環境について 

• 本製品を冷えさった状態のまま室内に持ち込んだり、急に室温を上げたりすると、動作部に 
露び生じ(結露)、本製品の性能を十分に発揮でさなくなるばかりでなく、故障の原因となるこ 
とびあります。このような場合は、よく乾燥するまで放置するか、徐々に室温を上げてからご使 
用 < ださい。 


急激な温度差がある部屋(場所)でのご使用は避けてください 

• 急激な温度差びある部屋(場所)でのご使用は、画面の表示品位び低下する場合びあります。 


U モコンの取り扱いについて 

• 落としたり、踏みつけたり、液体をこぼしたりしないよラ、ていねいに扱ってください。 

• 直射日光び当たるところ、暖房器具のそばや湿度び高いところには置かないでください。 


映像や音声の遅れについて 

• テレビ放送、外部入力のソースによっては、映像や音声に若干の遅れび生じる場合びあり 
ます。 

映像、音声で1」ズムを取るテレビゲームやカラオケ機器によっては、違和感を感じる場合び 
ありますび、故障ではありません。予めご了承ください。 


クラス己情報技術装置 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に接近して使用されると、受信障害を 
引さ起こす事びあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 
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同姻品 


パッケージの中に下記のちのびすべて入っているか、ご確認ください。 

• 液晶テレビ本体 

• 専用電源ケーブル 

• アンテナケーブル （1.8 m ) 

• 専用 U モコン 

• U モコン用乾電池(単4形乾電池 X 2) 

• min 旧- CAS 力ード 

• min 旧- CAS 力ードカバー 

• min 旧- CAS カバー用ネジ 

• 取扱説明書(本書） 

• 1年間保証書 

• テレビ台座 

• ケーブルガイド 
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各部の名前 


本体操作部 



1 

LED インジケータ 

スタンバイ状態：憧点打、電源オン状態：青点打。 

2 

リモコン受光部 

1」 f コンの信号を受信します。 

3 

選局什/—) 

チャンネルの順送りによる選局を行います。 

また設定メニューから項目を選択する場合に使います。 

4 

ミ夫定 

入力信号の選択を行います。 

一度巧すと入力選択画面び表示され、さらに巧すごとに入力び切り替わります。 

己 

電源 

待機状態(電源ランプ：憧)と電源オン(電源ランプ：青)の切り替えを行います。 

6 

メニュ ー 

設定メニューを表示します。 

7 

曰里 +/— 

スピーカーの音量調整を行います。 

また設定メニューの調整にち使います。 
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本体接続部 



A 

電源入力 

付属の電源ケーブルを接続します。 

己 

主電源スイッチ 

主電源の切り替えを行います。 

C 

D 端子映像入力 

別売の□端子ケーブルを使用して対応機器を接続します。 

D 

光デジタル音芦出力 

別売の光ケーブル(角型)を使用して対応機器を接続します。 

( AAC 已 .1 CH 出力のみ対応） 

E 

HDMI 入力 

別売の HDMI ケーブルを使用して対応機器を接続します。 

F 

PC - アナ□グ映像入力 

別売の映像信号ケーブル (Mini D-Sub ] 己 pin ) を使用してパソコンを接続します。 

G 

US 己端子(保守サービス用） 

使用でさません。 

H 

PC - アナ□グ音芦入力 

別売のオーディオケーブル (3 .己 mm ステレオ三ニプラグ)を使用してパソコンを接 
続します。 

1 

へッドホン出力 

別売のへッドホン (3 .己 mm ステレオミニプラグ)を接続します。 
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J 

D 端子音声入力 

別売のオーディオケーブル(ピンプラグ)を使用して対応機器を接続します。 

K 

音芦出力 

別売のオーディオケーブル(ピンプラグ)を使用して対応機器を接続します。 

L 

AV 音声入力 

別売のオーディオケーブル(ピンプラグ)を使用して対応機器を接続します。 

M 

ビデオ映像入力 

別売のビデオケーブル(ピンプラグ)を使用して対応機器を接続します。 

N 

S 映像入力 

別売の S 映像ケーブルを使用して対応機器を接続します。 

0 

miniB-CAS 力ードス□ツト 

付属の mini B - CAS カードを挿入します。 

P 

地上デジタルアンテナ入力 

付属のアンテナケーブルを使用して、地上デジタルアンテナを接続します。 
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リモコン 



1 . 電源 

電源のオン-スタンバイを切り替えます。 

2. 音芦切換 

デジタル放送時視聴時は、複数の音声びあるとさに音声 
を切り曽えます。 

3. 字幕 

字幕サービス付さのデジタル放送番組で、字幕表示を 
無効または有効にします。 

4. テンキーボタン 

チャンネルの直接選局に使用します。 

己.音量 +/— 

音量の上げ/下げをします。 

巨.番組説明 

現在視聴している番組の詳細情報を表おします。 

7. デジタルメニュー 

デジタルメニューの内容を表おします。 

8 . ▲，▼，◄，►.ミ 夫定 

オン-スク U - ン-デイスプレー ( OSD ) 機能 
の選択および調整をします。 

決定：お好みの設定を確定します。 

9. 設定メニュー 

デジタル受信設定 • L ツ外の設定メニューを開さます。 

10. ビデオ 

ビデオ映像入力に接続した機器の映像と音声を出力し 
ます。 
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11. D 端子 

D 端子映像入力に接続した機器の映像と音声を 
出力します。 

12. 静止画 

ボタンを巧した時点の入力映像を、静止して表 
术しま9 〇 

13. スリープ 

オフタイマーの設定をします。 

14. 画面表示 

受信チャンネルなどの情報表示を切り替えます。 
※番翻青報' チャンネル番号/映像モード/タイマー時間び 
表おされます。 

15. 消音 

消音モードのオン-オフを切り曽えます。 

1巨.番組表 

EPG 番組表を表示します。 

17. 選局/ 

ボタンを巧して、チャンネルを順送りに選局し 
ます。 

18. 戻る ▲ ▼ 

オン- スクリーン- ディスプレイ ( OSD ) メニュ 
一で前の画面に戻ります。 

19. 入力切換 

入カモードを切り替えます。 

20. HDMI 

HDMI 入力に接続した機器の映像と音声を出力し 
ます。 

21. 地上 D 

地上デジタル放送り SDB - T ) に切り替えます。 

22. パソコン 

PC - アナ□グ入力端子に接続した機器の映像と音 
声を出力します 

23. 画面モード 

「スタンダード」、「ダイナミック」、および 
「ユーザー」の兰つのモードび用意されていま 
す。その中の「ユーヴー」亡ードでは、お客様 
の好みで画質設定びでさます。（一日1ページ： 
画質モード参照） 
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デジタル放送について 


本製品では地上デジタル放送を視聴することびでさます。デジタル放送では、下のような 
アナ□グ放送には無い機能を楽しむことびできます。 


デジタル放送の特長 


向]因!貨 • 向]□口貨 

デジタル放送では、従来のアナ□グ放送でみられるようなゴースト（映像の二重化）やスノーノ 
イズ（雪び舞っているようなちらつき）といった映像の乱れび起こりません。なかでもデジタル 
八イビジョン放送では、アナ□グの通常放送と比較して走査線数（ブラウン管ち式のテレビの映 
像の細密度を示す指数）で約2倍、解像度にして約日倍の高精細映像を楽しむことびでさます。 
音声につしでも、音質び劣化しにくし巧式で伝送しているため、高音質な音声を再現できます。 

字幕放送 

デジタル放送のま組の音声を、文字にして画面に表示させることびでさます。 

電子番組表 （ EPG ) 

デジタル放送では、送られてくるデータの中に番組の情報び含まれています。これを利用して画 
面上に番組表を表示することびでさます。 

文字 スーパー 

地域情報や速報など、き組に連動しなし巧字情報（文字スーパー)を画面に表示することびでき 
ます。 
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本製品で視聴可能なデジタル放送の種類 


本製品で視聴でさるデジタル放送は、地上デジタルのみです。 

衛星デジタル放送旧 S デジタル、]1□度 CS デジタレ 、 SKY PerfecTV ! など）には対麻しており 


ません。 


デジタル放送を視聴ずるための準備 


アンテナなどについて 

デジタル放送を視聴するためには、受信用のアンテナの用意をする必要びあります。準備の仕ち 
は、本製品をご使用になる環境によってことなります。詳しくはお買い上げ店などでご確認くだ 
さい。 

ケーブルテレビをご利用の場合 

本製品はケーブルテレビのパススルーち式（同一周波数または UHF 帯域周波数変換）および帯域 
外周波数パススルーに対応しております。詳しくはご契約のケーブルテレビ事業者にお問い合わ 
せ < ださい。 


お知5せ 

• 地上デジタル放送の受信には、 UHF アンテナを使用します。現在お使いのアンテナび UHF 対応機器 
であれば、基本的にそのままご使用いただけますび、場合によっては調整やブースターの追加び必要 
になることもあります。詳しくは販売店などにお問い合わせください。 

• 本製品は地上デジタル専用のアンテナ入力端テを備えています。 UHF アンテナを、地上デジタル専用 
に使用することちでさます。 
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機器の準備をする 

この章では、本製品や本製品に接続する機器の設置および設 
定方法についてご説明いたします。 

設置のしかた . 22 

U モコンについて . 24 

アンテナの接続 . 25 

他の機器との接続 . 26 

電源ケーブルの接続 . 30 
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設置のしかた 


本製品は重量のある精密機器です。運搬や設置を行ラ際は、落下や転倒に十分注意してくだ 
さい。また、動作が安定する場所に設置するようにしてください。設置はでさるだけ専門業 
者に依頼してください。 


設置の手順 


1.置く場所を決める 

• 直射日光び当たらず、気温び安定している場 
所を選んでください。 

• グラつさなどびなく、さちんと固定でさる場 
所を選んでください。 



2. 台座をつける 

• 画面を傷つけないよラに毛布や保護シートを 
敷さ、画面を下にして本製品を置く。 

• 台座を本製品のツメと台座の巧を合わせて差 
し込み、カチッと音びするまで巧し付ける。 

ごを意 

• 液晶パみレ部に手を触れないようにごを意ください。 


3. 配置ずる 



ご注意 

• 本製品び転倒するとお客様のケガや本製品の故障につ 
なびります。市販の転倒防止器具で転倒防止策を行つ 
て < ださい。 


通巧□について 

通気口をふさぐと内部に熱びこもり、火災の 
原因となることびあります。風通しの悪い場 
所畑日や押入れの中など)や、滅楼や布団の上 
に置かないでください。また巧をかけたりし 
ないでください。定期的に掃除機で通気□に 
たまった埃を除去してください。 
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miniB - GAS 力ードについて 

• 地上デジタル放送び視聴制限に使用しているのび 
巨- CASA — ドです。 

• デジタル放送をお楽しみいただくためには、 
巨- CAS 力ードを、本製品に挿入していただくこ 
とび必要です。 

• 付属の min 旧 - CAS カードは地上デジタル専用(ブ 
ルーカード)です。 


min 旧- CAS 力ードの入れかた 

• 本製品の電源を切る。 

♦同捆の「ビーキャス旧- CAS) カード使用許諾契約 
約款」の内容を読み、了解していただいた上で、 
台紙から min 旧- CASA— ドをはびす。 

• miniB-CAS 力ードを挿入する。 

お知らせ 

• 巨- CAS カードには視聴情報などび記憶されますので、本 
製品に入れたままご使用ください。 

• 巨- CAS 力ードの盗難などにご;主意ください。他人びお客 
様のカードを使用して有料番組を視聴した場合を、視聴料 
はお客様の□座に請ホされます。 

• 目- CAS 力ードは(株)ビーエス-コンディシヨナルアクセス 
システムズから貸与されているをのです。本製品を廃棄な 
さる場合は同社にご返却ください。また本製品を他の人に 
譲渡なさる場合は、新しい所有者の名義に変更してくださ 
い。 

取扱い上のごま意 

• 己- CAS 力ードを巧り巧げたり、傷つけたりしないで 
ください。破損などによる B-CAS 力ードの再発行は 

g 半な マて 

• 己- CASA - ドの金属部演積回路)には触れないでく 
ださい。 

• 己- CAS 力ードの抜き差しは、必要な場合を除いて行 
わないよラにしてください。 



占 


miniB-CAS 

地上デジタル専用 


(巧} B-CAS 

TEL 0570 -000-250 
所有巧は当社に届します 


S か 。! 


B-CAS 力ードを入れる 


お知らせ 

• 目- CAS 力ードに関するお問い合わせは、力ードの裏面記 
載の(株)ビーエス-コンディショナルアクセスシステムズ 
カスタマーセンターまでお願いいたします。 

( TEL : 〇已 70-000-250) 
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u モコンについて 


乾電池の入れ方 

• 電池カバーを開ける。 

• +極、一極の向さを確認し、正しい方向で単4 
形乾電池2本を入れる。 

• 電池カバーびカチッといラまで巧して閉める。 

お知らせ 

• 付属の乾電池は動作確認用です。早めに新しい乾電池 
と交換してください。 

• U モコンを長く使わないとさは乾電池を取り出してお 
いて < ださい。 

• 乾電池を廃棄するときはお住まいの自治体で定める廃 
妻ち法に従ってください。 



操作のしかた 


本体のリモコン受光部に向けて操作してください。 

巧主章 

• U モコンには衝撃を与えないでください。また、 
水に蕭らしたり温度の高い所に置いたりしないで 
<ださい。 

• U モコンは直射日光の当たる場所への取り付けや 
放置をしないでください。熱により変形すること 
びあります。 

• 本体の U モコン受光部に直射曰光や強い照明び当 
たっていると U モコンび動作しにくくなることび 
あります。その場合は照明または本体の向さを変 
えるか、 Uf コン受光部に U モコンを近づけて操 
作してください。 

• U モコンを操作してちテレビび動作しない場合 
は、新しい乾電池と交換してください。 
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アンテナの接続 


ごミま章 

アン#の取り付け-配線は、必ず専門業ちにご依頼ください。 


アンテナを接続ずる 


単独での接続 

• 地上デジタル放送の受信には、 UHF アンテ 
ナを使用します。ご使用中の UHF アナ□グ放 
送と地上デジタル放送び同じ送信所から送 
られている場合は基本的に現在ご使用中のア 
ンテナをそのままご使用いただけますび、場 
合によっては角度などの調整やブースターの 
追加び必要になることちあります。詳しくは販 
売店などにお問い合わせください。 

• 現在 UHF 放送を受信していない場合、または 
UHF アナ□グ放送と地上デジタル放送び異 
なった送信所からちられている場合は、新たに 
UHF アンテナをご購入ください。地上デジタ 
ル放送専用のアンテナ設置をお勧めします。 
地上デジタル用のアンテナを地上デジタルア 
• ンテナ入力端子に接続するときは、アンテナ 
ケーブルを使用してください。 

ご自宅のアンテナ線びフィーダー線の場合 
• は、円筒形の同軸ケーブルに変換するため、 
アンテナ整合器(別売)をお使いください。 
ケーブルテレビをご利用の場合、ケーブル会社 
からの再送信の方式によって接続の方法び 
• 異なります。詳しくは、ケーブルテレビ会社に 
お問い合わせください。 


UHF アンテナ 



マンションなどの共聴システム 
での接続 

まずはお住まいのマンションなどび、地上デジタル 
にどのよラに対応しているかを、マンション管理 
会社などにご確認ください。 
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他の機器との接続 


本製品を DVD プレーヤー、 HDD レコーダー、ビデオカメラ、ゲーム機、パソコンなどと接 
続してモニタとして使用することびできます。 

ごを意 

• 接続の前に、本製品や接続する機器の電源をお切りください。 

• 接続ケーブルの抜さ差しは、ケーブルでなくプラグを持ってしっかりと行ってください。 

• ノイズが出る場合は、機器間の距離び十分にとれるよラに配置してください。 

• 接続する機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


DVD プレーヤーなどを接続する 


ビデオ映像入力端子に接続ずる 

黄、ホ、白の AV ケーブルで DVD プレーヤーなどの AV 出力端子と、本製品のビデオ映像 
入力端テと AV 音声入力端テを接続します。プラグと端テの色をそれぞれ合わせるよラ 
にしてください。 



□ VD プレーヤーや 
ビデオプレーヤー 


AV ヶーブル刷売) 


S 映像入力端子に接続ずる 

S 映像ケーブルで S 映像入力端テに接続でさます。 S 映像端子はビデオ映像端子での接続よ 
り良い画質び得られます。音声は、オーディオケーブル(ピンプラグ)で接続します。 
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D 端子に接続ずる 

D 端子出力のある機器と D 端テケーブルで接続します。音声はオーディオケーブル(ピンプ 
ラグ)で D 端子用の音声入力端テに接続します。 



D 端子ケープル(別売) 


□ VD プレーヤーや 
ビデオプレーヤー 


お知5せ 

• 本製品の D 端子は D 已規格です。これは D 端テ規格の中で D1,D2,D3,D4 および D 已入力信号を自動 
的に判別して表示する機能を持った端テです。 

• 接続機器によっては、出力を D 端テに設定しなければ信号を出力しないものびあります。映像び表示 
されない場合は、接続する機器の取扱説明書をご覧いたださ、設定してください。 


HDMI 端子に接続する 

HDMI ケースレを使い、 HDD レ〕ーダーやデジタルチユーナーなどの HDMI 出力端子と、本 
製品の HDMI 入力端テを接続します。 



HDMI ケープル(別売） 


m® 


通 


m® 


な 


お知らせ 

• 映像、音声び表示、出力されない場合は、接続する機器の説明書などで出力機器の設定をご確認く 
ださい。 
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パソコンを接続ずる 


アナ□グ映像信号ケーブルでパソコンのアナ□グ映像出力端子と、本製品のアナ□グ映 
像入力端テを接続します。音声はオーディオケーブル (3 .已 mm ステレオミニプラグ)を 
接続します。 p 「 



オーディオケープル 
(別売） 


お知らせ 

• すべてのパソコンでの動作保証をするちのではありません。また、パソコンのビデオカードによつ 
ては表示でをない場合びあります。 


AV アンプなどを接続ずる 


光デジタルケーブル(角型)で AV アンプなどの光デジタル音声入力端テと、本製品の光デ 
ジタル音声出力端子を接続します。光デジタル接続を使用することにより、 AV アンプ 
などから音声を出力することびでさます。日. Ich の臨場感ある高音質な音声を楽しむこ 
とびでさます。 



お知らせ 

• この端テか b はデジタル放送（地上）受信時のみ出力されます。 

• AAC 己 1CH 出力のみ対応しています。 

• AV アンプなどは、 AAC 己. 1CH 再生に対応した機器を使用してください。 
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へッドホンを接続する 


へッドホンのプラグを、本製品のへッドホン端テに接続します。 



お知らせ 

• ヘッドホンを接続すると、本製品のスピーカーから音び出なくなります。 


外部スピーカーでテレビ音声を出力する 


外部スピーカーの音声入力端テと、本製品の音声出力端子をオーディオケーブル(ピン 
プラグ)で接続します。 
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電源ケーブルの接続 


接続する 


すべての接続び終わつたら、最後に付属の電源ケーブ j レを接続してください。 

電源ケーブルを接続の際は、コンセントに接続してから本製品に接続してください。 



電源ケーブル 


ま電源スイッチ 
(オンにしまず） 
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テレビを見る 

この章では、テレビを見るための基本的な使いかたについて 


説明しています。 

電源と音量 . 32 

テレビを見るための準備 . 33 

チヤンネルを選ぶ . 34 

デジタル放送を楽しむ . 35 
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電源と音量 


入カモードの選択、チャンネル選択、音量の調整などの基本的な操作は、同捆の U モコンま 
たはテレビ本体のち側面部にあるパネルボタンで行ラことびでさます。 



電源を入れるまでに 

テレビを使い始める前に於下の事項を確認して 
ください。 

1. 外部機器び正しく接続されていること。 

2. 電源ケーブルび接続されていること。 

3. 本体の背面に設置されている主電源スイッチ 
びオンに設定されていること。オンに設定 
されると、 LED インジケータび憧に点な。 
また、本製品を長い時間使用しない場合に 
は、このスイッチをオフに設定することを 
お勧めします。 

電源 

本体のち側面部にある[電源]ボタンか、 U モコ 
ンにある[電源]ボタンを押すと、テレビのオン 
/オフびでさます。オンの場合、 LED インジケ 
一夕び青に点灯します。 

ごま意 

本製品は電源スイッチを切っただけでは完全に電源から 
切り離されておらず、常に微弱な電流び流れています。 
旅行などで本製品を長時間使用されないとさは、コンセ 
ントから抜いてください。 

立 

曰ま 

本体のち側面部、 または U モコンの[音量]ボタ 

ンで音量を調整します。 

音を消すには、 U モコンの消音ボタンを巧して 
ください。消音状態を解除するときは、ちう一 
度消音ボタンを押すか、[音量]ボタンを巧して 
<ださい。 

スリープタイマー 

[スリープ] ボタンを巧すと、指定した時間にス 
タンバイ状態になるオートオフ機能を設定でさ 
ます。ボタンを巧すたびに、次の設定時間を還 
択でをます。 

]已分間、30分間、4己分間、日日分間びありま 
す。この機能を無効にしたい場合、日分間に設 
定してください。 
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テレビを見るための準備 


ごま意 

本製品を初めてご利用される場合は、下記の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビ放 
送を正常に受信でをないため、視聴できるはずのま組が視聴でさなくなります。 


デジタル放送を見るための準備 


1. 条件を整える 

デジタル放送を受信するには、し U 下の準備び必要です。詳しくは、本書の「機器の準備 
をする」 0^2] ページ)をご覧ください。 

• 専用のアンテナを接続する 
• B - CAS 力ードの準備をする 

2. 本製品の設定を行う 

本製品を初めてご利用される場合や、お客様の居住エ U アび変わった場合は、初期設 
定を行ラ必要びあります。デジタルメニューの「チヤンネルスキヤン」の項目でまず 
デジタルメニューに入り、次に「地域の選択」 （ t ^39 ページ)の設定を行ってくださ 
い。 
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チヤンネルを選ぶ 


お知！5せ 



1-12 

(テンキーボタン) 

ま組表 


み定 


▲選局 ▼ 




入力切替 
地上 D 


• チャンネ J レを選んでから映像び切り替わるまでに時間 
びかかる場合びありますび、映像信号の変換などに時 
間びかかるためで、故障ではありません。 

• 放送局番号と物理チャンネル 

デジタル放送では1つのチャンネルで最大3つの番組 
を放送でをます。このため、チャンネルを指定しただ 
けではどのま組を見るのか特定でさません。そこで、 

3巧の放送局ま号によってま組を特定でさるよラにな 
っています。最初の2析び放送局を示し、最後の1析 
でそのチャンネルのどの番組かを指定しまず。 

また、今までの UHF 帯のチャンネルま号をこの放送 
局番号と区別するために「物理チャンネル」と呼んで 
います。 

入力を切り替える 


• [地上 D ] または [入力切換] を押して放送の種 

類を選ぶ。 

• [入力切蜘を巧すと画面左上に入力種別び表 
示されます。 [▲▼] を巧すか、 [入力切換] を 
引さ続さ巧してご覧になりたい放送種別を反 
転表示させ、そのまま2秒お待ちになるか [巧 
赶または [ 〇 ] を押すと入力び切り替わりま 
す。 

チヤンネル番号で選局する 
(ワンタッチボタン選局） 

お好みのチヤンネルをテンキーボタンで入力す 
る。 

選局ボタンで選局する 


[▲選局 ▼] を押して選局する。 


裏番組表で選局する 
(デジタルのみ） 

1. [番組表] (裏番組表)を押す。 

2. [〇 ] を巧してチヤンネル播微を選ぶ。 

3. [決定] を巧す。 
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デジタル放送を楽しむ 


共通の操作 



チャンネル情報を表示する 

チャンネル情報を表示させます。 

• [画面表示]を押す 

をラー度[画面表示]を押すと、表示び消えま 
す。 

音声を切り替える 

スピーカーから出力する音声を切り替えます。 

• [音声切換]を押す 

押すごとに、番組ごとに設定された音声の選 
択肢の中で切り替わります。 

画質を切り替える 

画質モードの切り替えを行います。 

• 選択項目 

スタンダード： 標準モードです。 

ダイナミック： カラー、シャープネスなどをやや大さ 
めに設定します。 

ユーザー： お客様のお好みに合わせて設定でをまず。 

字幕を切り替える 

本製品に出力する字幕の言語を切り替えます。 

• 阵罰を押す 

押すごとに、番組ごとに設定された字幕言語 
の選択肢の中で切り替わります。 

電子番組表を表示ずる 

電子番組表 (EPG) を表示します。 

• [番組表]を押す 

もう一度[番組気を押すと、表示び消えます。 


お知らせ 

• ま組表を使用した選局や視聴予約はでさません。 

• 本製品は、データ放送には対応していません。 

番組説明を表示する 

選択中の番組の内容説明を表示します。 

• [番組説明]を押す 

•わラー度 [番組説明]を押すと、表示び消えま 
す。 
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デジタルメニューの操作 



デジタル 

メニ ユー 

ミ夫定 



戻る 



デジタル放送をお楽しみいただく際のほとんど 
の操作は、デジタルメニューから行ラことびで 
さます。 

基本的な操作 

デジタルメニュー中の操作ち法は、原則的に似 
下の操作の組み合わせで行います。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [ ►] を押して項目を選ぶ 

3. [ミ夫定]を押して選択を確定する。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• デジタルメニュー中で使用する U モコンのボタンは、 
画面に表示されますので、ご参照ください。 


36テレビを見る 









基本設定 



メール 

放送波により通知され、受信機により作成され 
ます。その受信機に保存された独自メールの一 
覧および詳細を表示することびでさます。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [ a ^] を押してメールを選び、[ミ夫赶を押す。 

3. [^マ]を押してメールタイトルび選択でさ、 
[決定] を押す。 



お知らせ 

• [戻る] を巧すとひとつ前の画面に戻ります。 

• メールは最大12件まで表示でさます。 

• 最大件数を超えた場合は最をちいメールかつ既読のち 
のを削除します。 

• メールび1件ち受信されていない場合、最上段のタイ 
トル部分に"メールびありません"と表示されます。 
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基本設定 




アンテナレベル 

現在視聴中の受信レベルを U アルタイムで表示 
することびでさます。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2.[▲▼] を押してアンテナレベルを選び、[ミ夫定] 

を押す。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• [▲▼] で放送選択、物理チャンネルび選択でさます。 

• 物理チャンネルの変更を行ラことで受信状況び表示さ 
れます。 


デジタル 

メニ ユー 

ミ夫定 



•戻る 
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基本設定 




チャンネルスキャン 

本製品をご使用いただく地域での、受信可能な 
チャンネルのスキャンを行います。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [▲▼] を押してチャンネルスキャンを選び、 [ 

決定] を押す。 

3. [ィ ►] を押して地域の選択、[ミ夫赶を押す。 

4. チャンネルスキャン終了後は自動的に’’ワン 
タッチボタンの確認-編集"び表示される。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• スキャンを中止の〜日日％の間で [デジタル メニュ ー] 
または、 [戻る] を押下）した場合はラストチヤンネル 
を選局します。 



テレビを見る39 

















基本設定 





リモコンの詳細設定 

テンキーボタンに割り当てられている地上デジ 

タル放送の情報 U スト表示および、各テンキー 

ボタンへの設定追加、変更、解除を可能としま 

す。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [ ▲▼] を押してリモコンの詳細設定を選び、 

[ミ夫定]を押す。 

3. [▲▼] でボタンに割り当てる U モコンボタン 
を選択し、[決定]を巧す。 

4. [イ ►] でボタンに割り当てるチャンネルを選 
択し、[ミ夫赶を巧す。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• テンキーボタンへの割り当て可能数は最大] 2局まで 
とします。 

• 未スキャン時の場合、またはサービスび取得できなか 
つた場合はチャンネルスキャン開始前の最上段に"チ 
ヤンネルびありません"と表示されます。 
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設定情報の初期化 

工場出荷後にユーヴー操作により設定び変更さ 
れた内容を、工場出荷時の状態に復元すること 
により、受信機を購入した時点の状態へ戻すこ 
とを可能とします。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [▲▼巧巧して設定情報のネリ期化を選び、[巧 

定]を押す。 

3. 設定情報の初期化の’’開始する’’を選択し、[巧 
定]を押す。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 設定情報の初期化実行直後、電源び立ち上びりチャン 
ネルスキャン画面び表示されます。 

• 初期設定時は、"東京都力 S 表示されます。 
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基本設定 



機器情報 

ユーヴー操作によって I C カード情報、および 
ソフトウエアバージョン情報の表示を可能にし 
ます。 


] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [▲▼] を巧して機器情報を選び、[ミ夫定]を巧 

す。 

3. B - CAS 力ード情報の下に液晶テレビのソフ 
トウエアノくージョンを表記する。 

お知らせ 

• [戻る] を巧すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 日- CAS 力ード情報は力ード識別、力ード ID、 グルー 
プ ID (最大7個）を表示します。 

• カード抜さ挿しでにカード情報は更新されません。 



42テレビを見る 












機器設定 



字幕の設定 

放送に字幕び送出されている場合に、表示する 
か否か、および表示する場合の言語の指定を巧 
能とします。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2. [ 〇]を押して機器設定を選ぶ。 

3. [▲叫を押してき幕の設定を選び、[ミ夫定]を 

押す。 

4. [〇 ] で字幕の項目を選択し、[決定]を押す。 
オフ:表示しない。 

曰本語：字幕を日本語で表示。 

英語：字幕を英語で表示。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 初期設定時は、 [オフ] になっています。 



戻る 
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機器設定 




文字 スーパーの 設定 

放送に映像-音声と共に文字スーパーび送出さ 
れている場合に、表示するか否か、および表示 
する場合の言語の指定を巧能とします。 

] .[デジタルメニュー]を押す。 

2.1 i ►] を押して機器設定を選ぶ。 

3. [ ▲▼] を巧して文字スーノ 一の設定を選び、 
[決定]を押す。 

4. [〇 ] で文字スーパーの項目を選択する、 [巧 
定]を押す。 

オフ:表示しない。 

日本語：文字スーパーを日本語で表 TJX。 

英語：文字スー y く一を英語で表示。 

お知らせ 

• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 初期設定時は、 [オフ] になっています。 
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番組を探す 


mmn 
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番組表か5番組を探ず 

番組表は、 ] 画面には]チャンネル分•日番組を 
一覽表术します。 

画面上部にネットワーク名、チャンネル番号、 

サービス名、サービス□ゴ。 

ち側上部に現在時刻、中央にイベンI-一覧を表 

7 J \ U 9 〇 


1. 睡組気を押す。 

2. [イ ►] でチヤンネルを選択する、カーソルの 
選択先は同一時間帯の番組となる。 

3. [▲▼巧押して番組表を還び、跌赶を押す。 

お知らせ 

• [戻る] を巧すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 番組表は時間経過により自動更新されます。 

• 未スキヤンの場合や時刻び取得でさていない場合は番 
組表は起動できません(無動作となります)。 

• 番組情報び取得でさていない場合、タイトル部分に"番 
組情報びありません"と表示されます。 
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番組を探す 


■DKV) 


f 


ちじやましまず 


▽あの歌姐の巧ドームツアー完を密 
着▽お尿病の秘密▽タバコおまた増 
税か？▽潰れかけの温泉お館復活の 
軌跡 
出演ち 

総合司会：島田たけし 


ナピゲータ- 

サ ー) 


:関皆映 （ TES アナウン 



番組説明を見る 

番組についての番組情報や内容説明の表示びで 
さます。 

1.番組説明画面表示は、番組視聴中、または番組 
表表示中に[番組説明]、または[ミ夫茵を巧す。 

お知らせ 

• [戻别 を巧すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 番組説明び取得でさていない場合、本文に"番組情報 
びありません"と表示されます。 
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一歩進んだ使いかた 


この章では、他の機器を接続した場合の操作方法や、本製品 
の設定を変える方法など、一歩進んだ使いかたについて説明 


しています。 

接続機器を使う . 48 

便利な機能 . 49 

設定メニューを使う . 51 
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接続機器を使ラ 


接続機器の映像を見る 


1-12 

(テンキーボタン) 


決定 I 


地上 D 
ビデオ 



、選局1 




入力切換 
HDMI 
地上 D 
パソコン 


接続を確認する 

接続を確認して < ださい。 

入力を切り替える 

♦[入力切換]を押す。 

♦[入力切換]または [▲▼] を押して希望する入力を選ぶ 
•約2秒で入力び切り誓わります。[イ ►] または[決妇 
を押せばすぐに切り替わります。 

政下の順番で切り誓わります。 

D 端子： D 端子映像入力に接続した機器の映像と音声 
を出力します。 

HDMI ： HDMI 入力に接続した機器の映像と音声を出 
力します。 

地上 D : 地上デジタル放送の映像と音声を出力します。 
AV :ビデオ映像入力に接続した機器の映像と音声を 
出力します。 

SV : S 映像入力に接続した機器の映像と音声を出力 
します。 

政下のボタンを押して簡単切り誓えちでをます。 
[ビデオ] :ビデオ映像入力に接続した機器の映像と 
音声を出力します。 

[□端子] : D 端子映像入力に接続した機器の映像と 
音声を出力します。 

[ HDMI ] : HDMI 入力に接続した機器の映像と音声 
を出力します。 

[地上 □] :地上デジタル放送の映像と音声を出力し 
ます。 

[ パソコン ]: PC- アナ □ グ入力端子に接続した機器の 
映像と音声を出力します。 


接続機器を再生ずる 

接続機器の取扱説明書をご覧いたださ、機器を再生して 
ください。 

お知らせ 

接続機器の再生からテレビ放送受信には、下のボタン 
を押して切り曽えることちでさます。 

参テンキーボタン：前回ご覧になっていた帯域(地上デ 
ジタル)の選択されたチヤンネルを受信します。（放送 
のないチヤンネ J レ番号び入力された場合は前回ご覧 
になってし V ■こチヤンネルを受信します。） 

♦り選局り：前回ご覧になってしすこ帯域(地上デジタル 
) の前回ご覧になってし、たチヤンみレを受信します。 


ノ くソコン入力の無しが態でノ ':ソコンを選択すると、直ち 
にスタンバイ状態になります。この場合、り也上 D ] など 
を押すと、再び電源び入ります。 
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便利な機能 


画質と音の簡易設定 



画質モードを切り替える 

ワンボタンで画質の切り替えを行います。 

[画質モード] を押す 
•スタンダード 

標準設定の画質に設定します。 

•ダイナ三ック 

カラー、シャープネスなどをやや大さめに設定 
します。 

•ューヴー 

お客様のお好みに合わせて設定でさます。 

画面を静止させる 

視聴中の画面の静止/再始動をします。 


[静止画] を押す 

をう一度押すともとに戻ります。 
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画質と音の簡易設定 


音声切換 



消音 


音声を切り替える 

スピーカー(またはへッドホン)から出力する音 
声を切り替えます。 

[音芦切換] を押す 

デジタル放送 

• 主音声のみの場合 

音声1:を：主音声を出力します。 

• 2ヶ国語モノラル放送時 

音声1:を：主音声を出力します。 

音声1:畐 U :副音声を出力します。 

音声1:主/副：ま音声と副音声を同時に出力します。 

• 2ヶ国語ステレオ放送時 

音声1:を：音声1を出力します。 

音声2 :を：音声2を出力します。 
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設定メニユーを使う 


決定 


日ス疋ノーュー 



本製品をご使用いただく上での基本的な設定は、 
設定メニューを使って設定でさます。 


基本的な操作 


設定メこュー中の操作方法は、原則的にツ下の 
操作の組み合わせで行います。 

[設定メニュ ー] を巧す 

[▲▼〇]で項目を選ぶ 

[戻る] または再度 [設定メニュー] を巧して設定 

を確定する 



決定 


日又化户ーユ— 



本製品の画像を設定します。 

お知5せ 

パソコン/ HDMI モードの場合はこのメニューの代わりに 
「 PC 設定」メニューび表示されます。 

画質モード 

画質モードの切り替えを行います。 

• 選択項目 

スタンダード： 標準モードです。 

ダイナ=ック： カラー、シャープネス等をやや大さめ 
に設定します。 

ユーザー： お客様のお好みに合わせて設定でさます。 

お知らせ 

• コントラスト/明るさ/色の濃さ/色あい/シャープネス 
/バックライト/省エネモードは、ユーザーを 選択した 
場合のみ設定でさます。 

• [画質モード] を押して設定することわでさます。 

コントラスト 

画面のコントラストを調整します。 

(左/低くなるち/高くなる） 

明るさ 

画面の明るさを調整します。 

(左/暗 < なるち/明る < なる） 

色あい 

画面の色あいを調整。 

(左程ホ調に、ち程緑調に） 


オン 
け 


画像 


-について 


ミ几^^ゾ^— 

改たゾー 


ーラ さフラ 
平卜さい去 I ク- 
。ンるあの中ン 
も n 明色をシパ小 
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画像 


色 CD 濃さ 

画面の色の濃さを調整します。 
(左/薄くなるち/濃くなる） 



シャープネス 

画面の鮮やかさを調整します。 

(左/ソフトになるち/シャープになる） 

バックライト 

バックライトの輝度を調整します。 

省エネモード 

画面の明るさを抑えたり、消費電力を節約します。 

色調 

3段階の色温度を選択でさます。 

標準：標準の色の濃さに設定します。 

暖色系：ホみの強い画面に設定されます。 

寒色系：青みの強い画面に設定されます。 

画面サイズ 

画角の切り替えを斤います。 

• フル 

画面いっぱいに映像を表示します。入力信号に 
よっては映像び上下に引さ伸ばされます。 

• ズーム1 

映像の縦横比を維持したまま中必を基準に画面 
を拡大します。画面の外枠び一部欠けます。 

•ス —ム2 

ズーム1の画面全体を上に動かし、画面下部に 
出る字幕び見えるよラにします。 


• 4:3 


映像の縦横比を維持するため、画面の左ちに黒 
い部分びでさる設定です。 

• パノラマ 

画面いっぱいに映像を出力します。入力信号に 
よっては映像び左ちに引さ伸ばされます。 


お知らせ 

• 入力の種類によって遺択でさる画面モードは異なりま 
す。 
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日又疋六ニュ 


本製品の音声出力を設定します。 

音声モード 

音声モードの切り替えを行います。 

• 選択項目 

スタンダード： 低音から高音までフラットな標準音質モ 
—ド 

シネマ：1氏音とサラウンドをやや強めた臨場感のある音 

哲午ード 

音楽： 低音と高音を強調し、メ U 八 I 」のある音質モード。 
ユーザー： 自分巧みの音質モード。 

低音 

低音の出力を調整します。 

高音 

局音の出力を調整します。 

バランス 

左ちのスピーカーの音声バランスを調整します。 

SRS 

SRS TruSurround XT™ では、サラウンドサウ 
ンド体験び得られます。スピーカーび二つだけ 
の環境でを、重厚な低音に鮮明な音声の再生び 
巧能になります。 

SRS TruSurround XT™ は特許認定済みの SRS 
技術で、 二つのスピーカーでの 已 .1 マルチチヤ 
ンネルのコンテンツの再生を可能にしました。 

• この機能をオンにすると、サウンド■モードの切り曽 
えび無効になります。 

srs の 

TruSurround XT 

TruSurround XT . SRS および@マークは SRS Labs 社所有 
のトレードマーク。 

TruSurround XT 技術の本製品への組み込みは 、 SRSLabs 
社のライセンス許可を受けたちの。 



ユーザー 


日ド 


« 

•卜 

- ス 
モ シ 

声音音 ラ S 
きほ— ハが 
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設定画面 


巧定 


政正メーユ_ 



各種設定を行います。 

水平位置 

現在表示されている OSD メニュー画面の水平位 
置を調整します。 

垂直位置 

現在表示されている OSD メニュー画面の垂直位 
置を調整します。 

表示時間 

日 SD メこュー画面の表示時間を設定します。 

禅位：秒） 

■==E 

OSD (画面表示)の言語を選択します。 

才ーバースキャン 

一般のテレビ受像機は、画像の端のゆびみやノ 
イズを隠すために、送られて来た画面の周辺部 
を表示しないようにしています。この状態を才 
ーバースキャンとし''います。 

(HDMI モードでのみ対応） 

リセット 

設定を初期状態に戻すことびでをます。 U セッ 
卜する場合、►ボタンで操作します。 




な的問 - 

立なが - •、 / 
平巧示巧 一 わ 
ホをホ 含すリ 
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決定 


日又疋^ニユ— 



パソコン入力時の設定を行います。 

お知5せ 

パソコン/ HDMI モード時のみ表示されます。 

画質モード 

画質モードの切り替えを行います。 

• 選択項目 

スタンダード： 標準モードです。 

ダイナ = ック： カラー、シャープネス等をやや大さめ 
に設定します。 

ユーザー： お客様のおがみに合わせて設定でさます。 

お知らせ 

• コントラスト/明るさ/バックライトは、ユーザーを 選 

択した場合のみ設定でさます。 

省エネモード 

ノ くックライトの輝度を抑え、消費電力を節約します。 

バックライト 

バックライトの輝度を調整します。 

コントラスト 

画面のコントラストを調整します。 

明るさ 

画面の明るさを調整します。 

を調 

已つの色温度を選択でさます。 

1 . [►] を押して色調画面に移動します。 

2. [〇 ] ボタンで標準(標準色)、暖色系禮め色)、 
寒色系(薄め色)、自設定(お好み)のいずれかを選 
択します。 

3. "自設定"を選択したときは、ホ、緑、青をそれぞれ 
調整してお好みの色を設定してください。 

画面自動調整 

画面の水平位置、垂直位置、微調整、水平サイズ調 
整を自動的に行います。この場合、 [►] を押します。 

水平位置 

画面の水平位置を調整します。 

垂直位置 

画面の垂直位置を調整します。 

水平サイズ 

画面の水平サイズを調整します。 



ス 

一-'-.-..ィ 

さ C 1 泣 rr サ 

る/ぶつ巧平-， • 

巧を.击.ぉ.才 -V 
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その他の情報 


この章では、故障かなと思った場合の対処方法や用語の説明 
など、必要に応じてご参照いただく内容を記載しています。 


故障かな？と思った b . 58 

用語の解説 . 63 

自動でデジタル放就、らダウン□-ドする機制こついて ..... 66 

主な仕様 . 67 

タイミング表 . 68 

寸法図 . 69 

故障について . 70 


その他の情報已7 











故障かな？と思った 5 


お問い合わせの前に 


まず、下の点をご確認ください。 

• アンテナ線や電源ケーブル、その他の接続 
• 入力切換の設定 

• 地上デジタル放送の受信チャンネルのスキャン状態 (^3 日ページ)(地上デジタル放送は受信 
チャンネルのスキャンを行わないと受信でさません。） 

1 U 下の:!犬態は故障ではありません。 

画面の中に、点'打したままの点、または点'打しない点びある 

画面上にホや青、緑の点(輝点)び消えなかったり、黒い点(滅点)び表れたりしますび、故障で 
はありません。液晶画面は非常に精密な技術で作られており、日日.日 QD/olU 上の有効画素びあ 
りますび、ご<わずかの画素欠けや常時点打する画素びあります。 

ときどき「ピシッ」というきしみ音び出る 

周囲との温度差によってべゼルびわずかに伸縮するために起こる音です。故障ではなく、性能 
などにおよぼす悪影響ちありません。 

デジタル放送のチャンネルを変えたり、番組び切り曾わったりすると 
をにノイズび出る 

デジタル八イビジョン信号と標準テレビ信号など、映像の解像度び変化するとさに、同期信号 
など白い線び見えることびあります。 
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原因と対策 


♦全般 


問 題 

原 因 

対 策 

映像ち音ち出ない。 

電源プラグびコンセントから巧けている。 

電源プラグをコンセントに巧してください。 

入力切換び適切でない。 

見たい映像の入力切換を還択してください。 

電源び突然切れた/いつ 
の間にか切れていた。 

ス1」ープタイマーび設定されている。 

ス1」ープタイマーをオフにしてください。 

パソコンモードで接続しているパソコンがパ 
ワーセーブモードに入った。 

パソコンのパワーセーブモードか b 抜け出し 
て < ださい。 

ケーブルの接続部び緩んでいるため、パソコ 
ンからの入力び途切れ、無信号になった。 

しっかりと接続してください。 

U モコンび動作しない。 

乾電池が適切に入っていない。 

指定された電池を、指定された向き什、一） 
で、適切に入れてください。 

乾電池が消耗している。 

新しい電池と交換してください。 

1」モコンの向さび適切でない。 

1」モコンを本製品の1」モコン受光部に向けて 
操作してください。 

本製品の U モコン受光部に、強い光が当たっ 
ている。 

1」モコン受光部に強い光び当たっていると、操 
作を受け付けない場合びあります。カーテンや 
その他の遮蔽物で光を調整してください。 

近くに電子レンジがある。 

近くに電子レンジびあると、操作を受け付け 
ない場合びあります。できるだけ本製品と電 
モレンジは離して設置してください。 


• 映像住般) 


問 題 

原 因 

巧 策 

色びおかしい/画面び 
暗い。 

画像設定び適切に設定されていない。 

画像設定を適切に設定してください。 

( W 已1 • 日2ぺ—ジ） 

画面びまぶしい。 

画像設定び適切に設定されていない。 

画像設定を適切に設定してください。 

( W 已]-巳2ぺージ） 

画面び一部切れる/画 
面び歪む。 

画像設定び適切でない。 

設定こューで適切な設定を選んで < ださい 
。批已2 -己己ぺージ） 
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• 映像（デジタル放送) 


問 題 

原 因 

巧 策 

映像ち音ち出ない。 

強風などでアンテナの向きび変わっている。 

アンテナの向さを適切に調整してください。 

入力切換び適切でない。 

見たい映像を入力切換で選択してください。 

(防 ■43 ぺージ） 

B - CAS カードび適切に挿入されていない。 

適切に挿入してください。（》^23ページ） 

地上デジタルの受信設 
定びでをない/放をを 
受信で去ない。 

アンテナび適切に接続されていない。 

適切に接続してください。 

アンテナが地上デジタルに対応していない。 

地上デジタルに対応したアンテナを使用して 
<ださい。 

チヤンネ j レ設定び適切でない。 

チャンネル設定をしなおしてください。 

地上デジタルび映らな 
し、/画像び乱れる。 

アンテナ線の接続部び緩んでいる。 

しっかりと接続してください。 

アンテナの位置/ち向/角度び適切でない。 

適切に調整して < ださい。 

本製品の近くで携帯電話や電子レンジを使 
用している。 

本製品の近<での携帯電話や電子レンジの使 
用をおや曲 < ださい。 

チヤンネル設定び適切でない。 

チャンネ J レ設定をしなおしてください。 

軒39ぺージ） 

ブースターのレベルを上げすぎている。 

ブースターのレべ j レを下げてください。 

画面び暗<なり、何ち 
映らない。 

ラジオ放送を受信している。 

デジタル放送では音声のみの放送わありま 
す。映像を楽しみたい時は、他のチャンネル 
をお選びください。 


♦接続した機器について 


問 題 

原 因 

巧 策 

接続した機器の映像び 
出ない。 

コードの接続部び緩んでいる。 

しっかりと接続してください。 

入力切換び適切でない。 

見たいを入力切換で還択してください。 

知48ぺージ） 

接続した機器の出力設定び適切でない。 

接続した機器の取扱説明書をご覧になり、設 
定しなおしてください。 

パソコンの画像び出な 
い。 

パソコンび、テレビに画像を出力できるよ 
ラに設定されていない。 

パソコンの取扱説明書をご覧になり、設定し 
なおして < ださい。 

ビデオの再生/録画時に 
搞状のノイズび出る。 

ビデオデッキが本製品のお<にあるため、 
電磁波の干渉が起さている。 

ビデオデッキを本製品からなるべく離して設 
置してください。 

ビデオの再生/録画時 
に映像び乱れたり、映 
5なくなったりする。 

コンポジット映像信号旌常の映像信号)や S 映 
像信号を、 AV アンプなどの外部機器を通して 
コンポーネント映像信号に変換すると、映像び 
乱れたり、映日なくなることびありまず。 

コンポジット映像信号または S 映像信号を、 

本製品の A V 入力に直接接続してください。 


• 音声（全般) 


問 題 

原 因 

巧 策 

映像は出るび、音び出 
ない。 

音量が下がりさっているか、 r 消音」になって 
いる。 

音量を上げてください。 

片方からしか音び聞こ 
えない/左ちの音量に 
差びある。 

音声のバランス設定び適切でない。 

設定メニューで音声のバランスを調整して< 
ださい。（陳曰3ページ） 

へッドホンの音び、ス 
ピーカーの音よりち聞 
こえにくし、 

へッドホンのインピーダンスび合っていない。 

インピーダンスの高いヘッドホンでは音びおめ 
に出ます。本製品はインピーダンスび32オーム 
のヘッドホンに合わせて設計してあります。 
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• 音声（デジタル放送) 


問 題 

原 因 

対 策 

音声び出ない/音声び 
おかしい。 

主音声/副音声の設定び適切でない。 

主音声/副音声の設定をしなおして < ださい。 

(陶'已日ぺージ） 


♦音声（接続した機器) 


問 題 

原 因 

対 策 

画像は出るび、音び出 
ない。 

接続した機器の音声出力設定び適切でない。 

接続した機器の取扱説明書をご覧になり、設 
定しなおしてください。 

音声ケーブルび正しく接続されていない。 

音声ケーブルを正しく接続してください。 


• 番組表 


問 題 

原 因 

巧 策 

番組表や他チヤンネル 
リストび表示されない 
チヤンネルびある。 

一定時間視聴するか、スタンバイ状態にしな 
いと表されません。 

しばらくお待ちいただくか、スタンノくイ状態 
にしてください。 

チャンネル登録していない。 

チヤンネ j レ登録をしてください。 

チヤンネル検索で表お 
される番組び少ない。 

電源ケーブルを抜いている間 （ LED インジ 
ケータ：消な）は、放送局び送信する番組情 
報を取得できないため。 

1」モコンの電源ボタンで電源を切り、スタン 
バイ状態 ( LED インジケータ：憧点灯)にして 
<ださい。 

地上デジタルの放送局 
のマークが表术されな 
い。 

一定時間視聴しないと、表示されません。 

しばらくそのままお待ちください。 


• その他 


問 題 

原 因 

対 策 

▼選局▲ボタンで選局 
でさない。 

チャンネル登録されてない。 

チヤンネ j レ登録をしてください。 

複数のチャンネルで同時に同じ番組を放送し 
ているとさに、代表チャンネルじ1外を選局し 
よつとしていな。 

代表チヤンネル(外は選択でさませんので、 
代表チヤンネルで選局してください。 

設定び正しく反映され 
ない。 

本製品に設定が反映(記録)される前に電源を 
切った。 

デジタル放送の信号には、をくの情報び含ま 
れていまず。そのため、メニューの項目を設 
定した直後(約2分内)にを電源を切ると、 
設定した内容び反映されないことびありま 
す。このとさは、ちう一度設定をしなおして 
ください。 

メニューが表示されな 
い。 

ソースによっては表示されないメニューをあ 
0ます。 

ソースを切り替えて<ださい。 

未読:ールがありまず 
と表示される。 

デジタ j レ放送や本製品から発行されたメール 
び来ています。 

メールの内容をご確認ください。 

(陳 '37 ぺージ） 
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こんな表示び出たときは 


エラー 内容 

対応方法 

己- CAS カードび未挿入です。 

巨- CAS カードを正しく挿入してください。 

このカードは使用できません。正しいに力 
ードを装着して<ださい。 

正しい目- CAS カードを裏表、挿入方向を確認し 
て、再挿入してください。力ードのに部の巧れや. 
破損の可能性がありまず。正し < 装着してち改善 
されないときは,ビーエ义コンデイシヨナルアク 
セスシステムズのカスタマーセンターにご連絡 
<ださい。 

この力ードは使用でさません。ご覧のチャ 
ンネルのカスタマーセンターへ連絡してく 
ださい。 

契約されていない番組を選局しています。別 
のチャンネルに変更するか、該当する放送局 
と契約をして < ださい。 

スクランブル解除のための情報にエラーが 
発生していまず。ご使巧の日- CAS カードの 
向さを確認してください。 

カードを裏表、挿入ち向を確認して、再挿入して 
ください。カードのに部のミちれや,破損の可能性 
びありまず。正しく装着してち改善されないとき 
は,ビーエス’コンデイシヨナルアクセスシステム 
ズのカスタマーセンターにご連絡ください。 

信号び受信でさません。 

天候の影響、アンテナケーブルび切れている、ア 
ンテナの向さびずれているなどの理由で全く信 
号入力びないなど、アンテナ線の接続に問題び 
ある可能性びあります。アンテナケーブルび切 
れている場合はケーブルを交換し、正しく接続し 
て < ださい。 

現在放送されていません。 

受信信号び弱い-無い、また放送終了後であ 
る可能性びあります。地上デジタル放送の場 
合は、受信でをる状態でいったん初期スキャ 
ンを行い、チヤンネルを設をしてください。 

このチャンネルはありません。 

実在のチャンネルび割り当てられていないテン 
キーボタンを押した場合に表示されます。実在 
のチャンネルび割り当てられたテンキーボタン 
を巧して < ださい。 

低階層映像に切り替わりました。 

降雨対応放ちに切り替わりました。気象条件な 
どにより信号レベルびほ下してしなす。気象ま件 
などび良くなるまで、しばらくお待ちください。 

臨時放送が休止中のためご覧の放送局の別の 
ヴービスに切り替えます。 

臨時放送び終了 -休止中の場合に表示されま 
ず。自動的に視聴可能なチャンネルに切り替 
わ D まず。 
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用語の解説 


下記は一般的な用語解説です。本製品の仕様は異なっている場合があります。 


S.lch 

左ちのフ□ントスピーカー、センタースピーカー、左ちのヴラウンドスピーカーとサブウーフ 
ァーから、それぞれ独立した音声を出力でさるサラウンドち式です。臨場感と迫力のある音声 
を楽しむことびでさます。 

B-CAS カード 

デジタル放送を見るために必要なにカードです。ユーヴー認識のための番号や、チャンネルの 
契約-購入内容などの情報び記録されます。 

CATV ( ケーブルテレビ） 

同軸ケーブルや光ケーブルなどのケープルを用いて行われる有線放送のことです。ケーブルテ 
レビ局と契約することにより視聴でさます。地域密着型の情報発信などび特徴でしたび、最近 
では多チャンネル放送や自主放送を行ラ都市型のケーブルテレビ局ち増えてさています。 

□端子 

デジタル映像の圧縮データや高画質映像信号の伝送に適した、日本独自のコネクタの通称で 
す。輝度信号 (Y) と色差信号に b/C「, Pb/P「) で構成されるコンポーネント信号は従来3本のケー 
ブルで接続していましたび、これを一本にまとめたちのび D 端テです。また、これらの信号の 
他に走査線数-走査方式-アスぺクト比を切0替えるための識別信号の伝送ち可能です。 

EPG (Electronic Pro 旨 ram Guide) 

デジタル放送で放送局から送られて<る番組データを利用してつ<る電子番組表のことです。 

HDMKHigh Definition Multimedia Interface) 

パソコンとディスプレイの接続標準規格である DVI に、マルチチャンネル音声伝送機能や著作 
権保護機能、色差伝送機能を加えるなど AV 家電向けにアレンジしたインターフェースです。1本 
で非圧縮の映像-音声信号と制御信号を伝送でさるので、 AV 機器間の連携び容易にでさます。 

NTSC (National.T elevision.System.Committee) 

地上波アナ□グカラーテレビ放送の規格の]つで、日本や北米、中南米で採用されています。 
水平方向の走査線数び已2日本で毎秒30フレーム （ 1秒間に30回画面を書さ換える)のインター 
レース方式で、水平走査周波数は]日.7日 kHz、 垂直走査周波数は日 OHz です。 

S 映像端子 

S 端子は輝度信号 (Y) と色信号 (C) に別れた映像信号を伝送します。このうち、色信号 (C) に画面の 
縦横比の情報を乗せることで、テレビ側での自動判別を可能にしたものび S1/S2 映像端子です。 

イベントリレー 

番組の途中で割り込みびあったり、その他の巧由で番組び放送予定時間内に終わらなかった場 
合に、他のチャンネルで引き続き放送を行うことです。 


その他の情報63 



インターレース（飛び越し走査） 

NTSC 方式のテレビやビデオの画像表示では、日2己本の走査線びあります。このラち、まず奇 
数段目の走査線262.日本を]/日〇秒で描さ(この画面を1フィールドといいます)、なに偶数段 
目を同様に描さ、これを合わせることによって已2日本の完全な画像(フレーム)を作っていくち 
式です。「已2已 U 「]]2己 U の m は、このインターレース ( interlaced ) を指しています。 

コンポジット接続 

通常の映像端子を使って映像信号を伝送する、最ち普及している方式でず。映像端テは通常1 
つのみで、音声端テと同じ形状で、色は黄色です。赤と白の音声出力と一緒に3本で接続する 
のび一般的です。 

緊急警報放送 

地上デジタル / BS デジタルのマルチ放送を利用し、地震などの災害時に放送される緊急ニュー 
スなどを流します。 

降雨巧応放送 

激しい雨による映像-音声の遮断を防ぐために、通常の放送に平行して降雨に強いち式で同じ 
番組を放送するちのです。 

字幕放送 

音声を、文字にして画面に表示することびでさる放送です。 

地上デジタル放送 

2003年12月から一部地域で放送び開始された、地上波によるデジタル放送です。 UHF の周 
波数帯域を利用して放送されます。ゴーストの無い高画質な映像と多チャンネルの放送を楽し 
むことびでさます。 

デジタル八イビジョン放送やデータ放送、双ち向サービスなどを楽しむことびでさます。 

デジタル A イビジョン放送 

通常のアナ□グ放送の走査線び已2日本であるのに対し、 1] 2日本や7己0本のプ□グレッシブの 
高画質な映像です。大画面の映像に適しています。 

プ□グレッシブ（順次走査） 

飛び越し走査 （ 「インターレース」の項目を参照)をしないで、すべての走査線を順番に描くち法 
です。インターレースに比べて画像のチラツキび少なく、文字や静止画を表おすることに適し 
ています。「已2已 P 」 や「7已 Op 」 の 「口」 はプ□グレッシブ (pr □ 邑 「 essive) を指しています。 

マルチチャンネル放送 

地上デジタルや日 S デジタルの標準テレビ信号 ( SD ) で、]つの放送局で複数の番組を放送する 
ことです。 

マルチビュー放送 

前述のマルチチャンネルの技術を使って、同じ番組を別の視点から見た映像を見るなど、複数 
の映像を切り曽えて見ることびでさます。 
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有効走査線数 

走査線の中で、映像信号び載っている走査線の数をいいます。地上アナ□グでは日2巳本の走査 
線のうち有効走査線数は480本、デジタル八イビジョンでは]12己本のうち] 080本となって 
います。有効走査線ではない走査線には、画面の縦横比を規定した識別制御信号などび載って 
います。 

臨時放送 

前述のマルチチャンネルの技術を使って、同一放送局の他チャンネルで臨時の放ちを行ラこと 
です。 


その他の情報6已 


自動でデジタル放送か 5 ダウン□ー ド 
ずる機能について 


電源スタンバイ中 ( LED インジケータび憧に点灯)に、本製品内部のソフトウェアを最新 
の内容に自動で書き替える機能です。ソフトウェア書き替え用のデータ信号は、デジタ 
ル放送電波の中に含まれて送信されます。 

本製品はダウン□ー ドを自動で行ラ設定になっているため、お客様び操作することな 
く、常に最新版に更新されたソフトウェアで、デジタル放送を正しく受信し、お楽しみ 
いただけます。 
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主な仕様 


この製品は日本国内専用です。外国では電源電圧、放送ち式が異なるため使用できません。 
This TV is designed onlv for use in Japan and cannot be used in any other countries. 


製品型番 

GH - TV 22 JLHDK 

液晶 y くネル 

パネルタイプ 

21甘 ’Wide non-glare TFT 

最大表示範囲 

476.64 { H ) x 268.11( V ) 

最大表示解像度 

1 曰 2 曰 XI 080(フル HD ) 

画素ピッチ ( mm ) 

0.24825 ( H ) X 0.2482 已( V ) 

最大表示色 

1日77万色相当®似フルカラー) 

標準視野角度 

垂直1目ぴ水平17日° 

コントラスト 

1000:1 

最大輝度 

2己 Ocd/m 

応答速度 

5 ms 

水平周波数 

30〜 82 kHz 

垂直周波数 


接続端テ 

入力端子 

HDMIXI 

mini D - Subl 百 pinx ] 

D 日端テ XI 

D 已端モ借声) X ] 

コンポジット(映働橫) X ] 

コンポジット盾声)(白、赤) X ] 

S 1 映像 XI 

3.日 mm ステレオ S ニジャック X ] 

地上デジタルアンテナ X ] 

出力端子 

光デジタル(音声)询型) X ] 

コンポジット恒声)(白、赤 )X ] 

3.己 mm ステレオ S ニジャック X ] 

地上波アナ□グ/ 

デジタルチューナー機能 

放送種類 

地上デジタルノ \イビジョン放送 

受信チャンネル 

UHF ]3 ch 〜巨 2 ch 

VHF ] ch 〜] 2 ch 

CATV 1 3 ch 〜 63 ch 

HD (ノ V イビジョン)対応 

O 

CATV パススルー対応 

O 

字幕放送 

o 

EPG (電子番組表） 

o 

番組視聴予約(オンタイマー） 

X 

データ放送 

X 

双ち向(データ放送)ヴービス 

X 

消費電力 

最大時 

38 W 

通常使用時(オンモード） 

24 W 

待機時 

日. 6 W 

年間消費電力量 

43 kWh / 年 

電源電圧 

AC ] 0 OV 已 0/60 HZ 0.7 A 

バヮーマネー ジメント 

VESA DPM 互換 

プラグ&プレイ 

VESA DDC 2 B 

画面コント□ール 

OSD 

スピーカー 

ステレオスピーカーに己 W + 己日 W ) 搭載 (SRS Trusurround XT ) 

重量 

約 3.6 k 旨 

がお寸法 

W 己] 8.2 XD 21 8.2 XH 386.6 ( mm ) 

動作時温度 

日で〜4日に 

動作時湿度 

200/〇〜800/〇備麗なきこと） 

保管時温度 

日て:〜60て； 

保管時湿度 

1日〇/〇〜9日〇/〇(結露なをこと） 

チルト角 

上20\下ぴ 


※1: 地上波アナ□グ放送は視聴でをません。 


仕様の一部を予告無 < 変更することびあります。 

注意：本体のち側面部の"メニュー"と"チャンネルが"のキーを同時に押して、近似の PC タイ S ングの間で切り替 
えを行ラよラにします。 

近似の PC タイ S ングは次のちのびあります： 

. 640 X 400@70 HZ / 720 X 400@70 Hz 

.1024 X 7 己 8@60 Hz /]280 X 7 已 8@60 Hz / ]360 X 7 己 8@60 Hz 
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• [戻る] を押すとひとつ前の画面に戻ります。 

• 設定情報の初期化実行直後、電源び立ち上びりチャン 
ネルスキャン画面び表示されます。 

• 初期設定時は、"東京都"び表示されます。 


タイミング表 


1.巧応のモード 

下表は信号対応の表示モードー覧表になります。本製品は、対応対象外の解像度を持つ 
信号び入力されると、動作を自動的に停止するか、または表示不可能になります。最高の 
画質をお楽しみいただくために、下表に従って表示モードを設定してください。 

お知5せ 

• すべてのパソコンでの動作を保証するをのではありません。また、パソコンのビデオカードに 
よっては表示でさない場合びあります。 


モード 

CV 巨 S 

SVHS 

D 

HDMI 

TV 

VGA 

RF 

X 

X 

X 

X 

o 

X 

NTSC 48 Oi 

O 

O 

o 

o 

X 

X 

NTSC 48 Op 

X 

X 

o 

o 

X 

X 

HD 72 Op 

X 

X 

o 

o 

X 

X 

HD lOSOi 

X 

X 

o 

o 

X 

X 

HD 108 Op 

X 

X 

o 

o 

X 

X 

640 X 480 @60 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

640 X 480 @7 己 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

800 X 600 @60 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

800 X 600 @7 己 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1024 X 768 @6 日 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1024 X 768 @ 7 己 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1152 X 864 @75 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1280 xg 巨 0@ 色 OHz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1280 X 1024 @60 Hz 

X 

X 

X 

O 

X 

o 

1280 X ] 日 24 @7 己 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 

1920 X ] 080 @60 Hz 

X 

X 

X 

o 

X 

o 


2.画面サイズの設定 


モード 

フル 

4:3 

ズーム] 

ズーム2 

パノラマ 

NTSC 48 Oi 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

NTSC 48 Op 

O 

〇 

〇 

〇 

〇 

HD 72 Op 

〇 

X 

X 

X 

X 

HD 108 Oi 

〇 

X 

X 

X 

X 

HD 108 Op 

〇 

X 

X 

X 

X 

640 X 480 @ 目日 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

巨 40 X 480 @ 7 己 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

800 X 600 @60 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

800 X 600 @7 己 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

1024 X 768 @60 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

1024 X 768 @7 己 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

11 己 2 X 864 @ 7 已 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

1280 X 960 @ 60 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

]28 日 XI 024 @ 目日 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

128日 XI 024 @7 己 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 

1920 X 1 080 @60 Hz 

〇 

X 

X 

X 

X 
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寸法図 






単位 ： mm 
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故障について 


故障については、下記のサービス窓□にてご相談ください。 


ヴポート窓 □ 

グ U —ン八ウステクニカルサポート 

テクニカルサポートダイヤル 

03 -已 42]-0 已 80 

受付時間 

1 0:00- 12:00/1 3:00- 17:00 (±曰祝日をのぞく弊社営業曰） 

FAX 

03 -已 42 ] -2266 (24 時間受付） 

住所 

干]已 0-001 3 東京都お谷区恵比寿 ] -19-1 日ウノサワま急ビル已階 

ホームページ 

http://www.green-house.co.jp/ 


-故障やご使用上のご質問は、テクニカルサポートダイヤルへお電話いただくか、弊社ホーム 
ページにあるサポート r 各種問い合わせ」や FAX でお問い合わせください。 

-弊社ホームページにあるサポート「各種お問い合わせ」からお問い合わせの場合、ユーヴー 
登録び必要になります。 

-お問い合わせの前に、取扱説明書「トラブルシューティング」や弊社ホームページにあるヴポー 
卜「よくあるご質問」をご活用ください。 

-テクニカルサポートダイヤルの受付時間は、予告なしに変更する場合びあります。 


•本製品は、曰本国内専用に製造および販売されています。 

•本製品は、曰本国外では使用でさません。 

•本製品を日本国外で使用することによるいかなる問題に巧してを、責任を負いかねます。 

•本製品は、曰本国外での技術サポートおよびサービスは行っておりません。 

•This product is manufactured and sold for Japanese domestic market only . 

■This product can not be used outside Japan . 

•We have not responsibility for any issues caused by the use of this product outside Japan . 
•We also do not have any technical support and service for this product in other countries . 

※本書の著作権は弊社に帰属し、内容の一部または全部を無断に転載することを禁じます。 

※製品のデヴィン及び仕様は改良等により変更する場合びあります。 

※本書の内容は、予告なしに変更することびありますので、あらかじめご了をください。 

※本書に記載の会社名や製品名は、を社の商標または登録商標です。 

※本書について、お気づさの点びありましたら、弊社ヴポート窓□へお問い合わせください。 
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